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講師 東大物性研 安 岡 弘 志
この講義は, 8月1日の午前と午後にわたって行なわれた｡午前中は,NMRの入門
から磁性体-の応用までの講義があり,午後は,例 としてMnSiおよび バ ンクーバー




























Hc'p--TgPBS莞 掴 nsT(0)仁 IQns↑(0)(21
5)conductionElectronPolarization
である｡
§4 MagneticalyOrderedState
l) Ferromagnetic
外場が零でも共鳴はおこる｡
2)Metalsaloys
伝導電子のスピン分極が重要である｡
最後に講義のまとめがあり,質問の時間がとられた｡
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